
 

わたくしたち亀岡市民は人間の尊重と 

地域社会の一員としての自覚のもと 

常に いま 何をなすべきかを 

問いかけ合いながら 

生涯にわたり学び続け自己を高め 

連帯の絆を強めることにより 

生きる喜びと明るく豊かなまちに住む 

喜びの持てる亀岡を目指し 

ここに亀岡市を「生涯学習都市」 

とすることを宣言する 

                 

 

昭和６３年３月３０日 告示 

生涯学習都市宣言 

第
２
回 

 
光
秀
公
の
ま
ち
亀
岡 

 
俳
句
大
賞 

受
賞
作
品 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 
大
賞
『
明
智
光
秀
賞
』 

】 
 

余
命
宣
告
と
う
に
過
ぎ
た
る
菊
日
和 

京
都
府 

城
陽
市 

 

山
﨑 

久
子
さ
ん 

 
〈
講
評
〉
菊
日
和
は
菊
の
咲
く
こ
ろ
の
よ
い
天
気
。
そ
の
天
気
、
生
き
る
喜
び
そ
の
も
の
。 

【 

亀
岡
市
長
賞 

】 

〈
中
学
生
の
部
〉 

〈
一
般
の
部
〉 

〈
小
学
生
の
部
〉 

 霧
の
海
泳
ぐ
ク
ジ
ラ
は
愛
宕
山 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

８
年 

白
石 

奈
々
さ
ん 

〈
講
評
〉
霧
の
テ
ラ
ス
か
ら
見
た
風
景
か
？
自
然
の
雄
大
さ

を
読
み
取
っ
た
亀
岡
な
ら
で
は
の
一
句
。 

 

 緑
蔭
を
過
去
に
分
け
入
る
明
智
越 

 

広
島
県 

広
島
市 

河
﨑 

正
裕
さ
ん 

〈
講
評
〉
明
智
越
え
を
歩
き
進
み
に
つ
れ
、
光
秀
が
歩
い
た

当
時
の
思
い
を
感
じ
入
る
場
面
を
思
い
起
こ
す

一
句
。 

 

【 

亀
岡
市
教
育
長
賞 

】 

〈
中
学
生
の
部
〉 

〈
一
般
の
部
〉 

〈
小
学
生
の
部
〉 

 初
恋
も
告
白
も
し
た
駅
は
秋 

 

福
島
県 

い
わ
き
市 

堀 

卓
さ
ん 

〈
講
評
〉
山
々
は
紅
葉
し
、
や
わ
ら
か
い
秋
の
風
に
包
ま
れ

た
駅
前
で
、
人
生
の
淡
い
思
い
出
に
浸
っ
て
い
る

素
敵
な
一
句
で
す
。 

 カ
ブ
ト
ム
シ
飼
っ
た
が
ぼ
く
は
さ
わ
れ
な
い 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

５
年 

余
膳 

透
陽
さ
ん 

〈
講
評
〉
え
っ
、
「
さ
わ
れ
ん
の
か
ー
い
」
と
思
わ
ず
突
っ

込
み
た
く
な
る
、「
く
す
っ
」
と
笑
え
る
微
笑
ま
し

い
句
で
す
ね
。 

応募結果・講評 

【募集作品】 
 ○全体 ４，０４２句 

小学生の部 １,１４２句 
中学生の部 １,７５７句 
一般の部 １,１４３句 

たくさんのご応募ありがとうございました。 
【講評】 

 ２回目にして、多少投句数の減少はあったものの、質的には向上が感じられました。光秀を思い

やっての作品、亀岡の景色を彷彿とさせられる作品、歴史の深さを感じさせられる作品、アユモド

キなど当地独特のものへの思いのこもった作品など、季語との取り合わせも昨年にも増して工夫が

見られました。入賞作品２０句のうち自由題が１２句と少し多かったが、どれもテーマ作品として

取り上げてもいいほど当地にふさわしいものでした。今後は更に、自分に引き寄せた形で、光秀公

や亀岡の町が多くの人に詠まれていくことに期待します。 

○一般の部 

○中学生の部 
中学生の発見した「今」が生き生きと表現された俳句が入賞しました。テーマである「霧」は、

それぞれ面白い切り口で、現代の新しい「霧」がありました。「クジラ」「うそ」「ポニーテール」「リ

ップ」などの取り合わせ。霧に囲まれた日の一瞬や思いが素敵な俳句になって読み手に届きました。 
 また生活のちょっとした出来事を愉快にとらえた人間模様は、読むひとを楽しくさせてくれまし

た。「アユモドキ」や「蜂」、夏雲の「丹波太郎」も俳句にすれば、共に生きている仲間に思えて不

思議です。 

 夏
の
霧
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
で
は
ら
い
け
り 

 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

深
田 
さ
や
か
さ
ん 

〈
講
評
〉
霧
深
い
グ
ラ
ン
ド
を
一
生
懸
命
に
走
っ
て
い
る
女

の
子
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
が
、
一
歩
一
歩
進
む
た
び

に
揺
れ
て
い
る
姿
が
浮
か
び
ま
す
。 

 

 応募は、１，１４２句でした。すべての句に、見えた景色や経験したこと、思いや願い、感覚が

盛りこまれていました。小学生の目の付けどころ、感性の働かせ方に感心しました。中でも入選し

た２０句には、亀岡の自然が多く詠まれていました。「紅葉」、「つくし」、「山」、「カブトムシ」、「雪」、

「月」、「かき」、「いちょうの葉」、「あかとんぼ」、「アユモドキ」、「だんごむし」、「春の風」、「ふき

のとう」、「きり」などを、発見や実感、想像といっしょに詠み込んで、四季の豊かさを自分らしく

表現していました。どれも五七五のリズム感溢れる作品で、口ずさんでみて楽しくなりました。 

○小学生の部 

○全体 
明智光秀と亀岡、この２つが「光秀公のまち亀岡 俳句大賞」のキーワードです。光秀を知り、

亀岡について調べる。そうした下準備からこのコンテストに応募する句作りが始まります。入賞作

品の多くは下準備のよく出来た作品でした。みなさん、ぜひ亀岡を訪ねてください。現地を歩いて

いただき、亀岡牛や亀岡産野菜を食べていただくと、句を作ろうとする気持ち（句心）がいっそう

高まりますよ。 
今年はイタリア、アメリカからの応募もありました。ＨＡＩＫＵはすでに国際化していていろん

な国で作られていますが、ＭＩＴＳＵＨＩＤＥ、ＫＡＭＥＯＫＡも国際化するといいですね。 

 あ
さ
ぎ
り
に
か
す
か
に
は
え
る
ス
タ
ジ
ア
ム 

 

亀
岡
市
立
安
詳
小
学
校 

３
年 

小
林 

将
大
さ
ん 

〈
講
評
〉
建
設
中
の
ス
タ
ジ
ア
ム
が
朝
霧
に
よ
っ
て
か
す
み

浮
か
ぶ
風
景
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
存
在
感
を
際
立
た

せ
て
い
る
一
句
。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開催内容 

【開催趣旨】 
世界で最も短い詩である俳句は、今では世界各地に広がり、幅広い層が五七五の

言葉の表現を楽しんでいます。２０２０年大河ドラマ『麒麟がくる』の主人公に決

定した亀岡ゆかりの武将「明智光秀」が詠んだ「時は今天が下知る五月哉」の句は

とても有名です。光秀もまた俳句を愛した一人でした。 

 昨年度の大河ドラマの決定と亀岡市生涯学習都市宣言３０周年を機に、光秀も愛

した俳句を広く全国から募集することで、亀岡の魅力を全国に発信するとともに、

俳句を楽しむ機会を創出し、次世代を担う青少年の健全育成と生涯学習の更なる推

進を目指しています。 

 
【募集作品】 
○光秀公のまち亀岡を題材として詠んだ句 
○自由句（自然を詠んだ句など）        ※一人合計２句まで 

 
【募集部門】 
・小学生の部  ・中学生の部  ・一般の部 

 
【賞】 
 ○大賞「明智光秀賞」 １句 
 ○亀岡市長賞     各部門１句（計３句） 
 ○亀岡市教育長賞   各部門１句（計３句） 
 ○審査員特別賞    各部門１句（計３句） 
 ○自然環境文化賞   各部門２句（計６句） 
 ○優秀賞       各部門３句（計９句） 
 ○奨励賞       数点 
 ○佳作        小学生の部・中学生の部 数点 

【 

自
然
環
境
文
化
賞 

】 

〈
一
般
の
部
〉 

〈
小
学
生
の
部
〉 

〈
中
学
生
の
部
〉 

【 
審
査
員
特
別
賞 

】 

【選考委員】 
 山 折 哲 雄 （宗教学者） 
 坪 内 稔 典  （俳人） 
 植 山 俊 宏  （京都教育大学教授） 
 名村 早智子 （俳人） 
 火 箱 ひ ろ  （俳人） 
 井上 菜摘子 （俳人） 
 桂 川 孝 裕 （亀岡市長） 
 神 先 宏 彰 （亀岡市教育長） 
 

【主催】 
 亀岡市 
【共催】 
 亀岡市教育委員会、 
一般社団法人自然環境文化推進機構 

【後援】 
 京都府、京都府教育委員会、京都市、 
 京都市教育委員会、ＮＨＫ京都放送局、 
 ＫＢＳ京都、京都新聞、一般財団法人 
本願寺文化興隆財団ジャポニスム振興会、 
公益財団法人生涯学習かめおか財団 

 だ
ん
ご
む
し
め
く
っ
た
か
れ
は
に
か
く
れ
ん
ぼ 

有
田
町
立
有
田
中
部
小
学
校 

３
年 

山
口 

未
來
さ
ん 

〈
講
評
〉
防
空
壕
に
逃
げ
た
ん
だ
。
頭
隠
し
て
尻
隠
さ
ず
。 

 い
ち
ょ
う
の
葉
秋
の
黄
色
い
ハ
ー
ト
だ
よ 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

３
年 

高
橋 

一
成
さ
ん 

〈
講
評
〉
け
れ
ど
も
君
の
ハ
ー
ト
は
、
も
う
真
っ
赤
に
燃
え

て
る
よ
。 

 水
の
中
う
ろ
つ
く
僕
と
ア
ユ
モ
ド
キ 

 

亀
岡
市
立
別
院
中
学
校 

３
年 

開
本 

信
さ
ん  

〈
講
評
〉
「
僕
」
が
も
う
ア
ユ
モ
ド
キ
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
変
身
の
感
じ
、
悪
く
な
い
ね
。 

 蜂
が
ま
い
兄
が
私
を
た
て
に
す
る 

 

亀
岡
市
立
亀
岡
中
学
校 
１
年 
八
木 

藍
子
さ
ん 

〈
講
評
〉
兄
は
い
ば
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
逃
げ
足
も
早
い
。

そ
れ
を
笑
い
な
が
ら
、
眺
め
て
る
。 

 ア
ユ
モ
ド
キ
育
て
し
小
川
水
澄
め
り 

 

京
都
府 

亀
岡
市 

井
内 

房
子
さ
ん 

 

〈
講
評
〉
ア
ユ
モ
ド
キ
、
も
う
本
物
の
鮎
は
成
長
し
て
い

ま
す
。
食
べ
た
く
な
る
な
あ
。 

 澄
む
秋
や
丹
波
水
路
の
芋
車 

 

京
都
府 

長
岡
京
市 

吉
田 

星
子
さ
ん 

 

〈
講
評
〉
台
風
や
水
害
を
や
り
す
ご
し
て
、
ホ
ッ
と
す
る
丹

波
の
秋
。 

【 
審
査
員
特
別
賞 

】 

〈
中
学
生
の
部
〉 

〈
一
般
の
部
〉 
〈
小
学
生
の
部
〉 

 光
秀
を
馬
上
に
祭
動
き
出
す 

 

京
都
府 

亀
岡
市 

矢
野 

茂
嗣
さ
ん 

〈
講
評
〉
武
士
の
ほ
ま
れ
は
何
と
い
っ
て
も
馬
上
、
軍
扇
を

も
た
せ
た
い
ね
。
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
―
。 

 

 年
越
し
や
兄
弟
ゲ
ン
カ
の
ゴ
ン
グ
な
る 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

８
年 

石
﨑 

悠
也
さ
ん 

〈
講
評
〉
元
日
の
朝
は
仲
直
り
か
い
、
そ
れ
と
も
第
二     

ラ
ウ
ン
ド
の
は
じ
ま
り
か
い
。 

 あ
か
と
ん
ぼ
夕
日
の
場
所
へ
一
直
線 

 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

３
年 

守
山 

海
智
さ
ん 

〈
講
評
〉
鮮
や
か
だ
ね
。
君
の
純
な
眼
差
し
が
、
天
地
を

切
り
裂
い
て
一
直
線
だ
。 

 



【 
優
秀
賞 

】 

〈
一
般
の
部
〉 

〈
小
学
生
の
部
〉 

〈
中
学
生
の
部
〉 

 夏
休
み
平
日
ず
っ
と
お
る
す
ば
ん 

 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

６
年 

谷
内 

愛
さ
ん 

〈
講
評
〉
か
わ
い
そ
う
。
で
も
、
留
守
番
の
楽
し
み
も
あ

る
か
も
。 

 懇
談
会
わ
た
し
と
マ
マ
の
夏
の
陣 

大
阪
市
立
南
港
桜
小
学
校 

３
年 

國
原 

真
桜
さ
ん 

〈
講
評
〉
夏
の
陣
と
い
う
古
い
言
い
方
を
う
ま
く
使
っ
た

ね
。
い
い
調
子
！ 

 川
下
り
山
の
か
た
ち
に
蝉
時
雨 

 

神
奈
川
県 

横
浜
市 

山
田 

知
明
さ
ん 

〈
講
評
〉
山
の
か
た
ち
に
そ
っ
て
渓
流
を
下
っ
て
行
く
。

夏
の
保
津
川
下
り
だ
。 

 バ
レ
ン
タ
イ
ン
つ
く
っ
た
ひ
と
を
ゆ
る
さ
な
い 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

中
島 

陽
人
さ
ん  

〈
講
評
〉
気
持
ち
は
分
か
る
が
、
そ
の
う
ち
許
す
日
が
来 

る
と
思
う
よ
。 

 

 

お
で
ん
は
ね
家
族
を
ホ
ッ
コ
リ
さ
せ
る
ん
だ 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 

藤
原 

琴
音
さ
ん 

 

 迎
え
火
が
風
で
ゆ
ら
い
で
祖
父
も
ど
る 

 

亀
岡
市
立
育
親
中
学
校 

２
年 

賀
原 

鈴
さ
ん 

〈
講
評
〉
祖
父
が
戻
っ
て
く
る
感
覚
、
大
事
か
も
ね
。 

 雪
合
戦
一
人
本
気
の
や
つ
が
い
る 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

６
年 

駒
津
和 
芽
葵
さ
ん 

〈
講
評
〉
や
り
に
く
い
な
あ
、
と
い
う
気
分
が
よ
く
分
か

る
。
だ
が
、
本
気
は
大
事
か
も
。 

 肩
ぐ
る
ま
コ
ス
モ
ス
園
の
海
を
ゆ
く 

 

京
都
府 

亀
岡
市 

井
上 

實
さ
ん 

〈
講
評
〉
肩
車
に
乗
っ
て
い
る
子
だ
け
が
見
え
る
の
だ
ろ

う
。
楽
し
そ
う
。 

 豆
殻
を
焚
き
て
丹
波
の
山
眠
る 

 

京
都
府 

南
丹
市 

三
日
月 

美
門
さ
ん 

〈
講
評
〉
黒
豆
の
名
産
地
・
丹
波
の
冬
を
５
７
５
の
絵
に

し
て
い
る
。 

 夏
休
み
祖
父
の
畑
で
つ
ま
み
食
い 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

 
 

 
 

 

９
年 

 

吉
田 

匡
志
さ
ん 

〈
講
評
〉
ト
マ
ト
、
あ
る
い
は
く
だ
も
の
？
う
ま
か
っ
た
で

し
ょ
。 

 

 

梅
雨
明
け
る
白
い
ス
ニ
ー
カ
ー
履
い
て
み
る 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

藤
原 

早
希
さ
ん 

 

 

 

ハ
チ
ド
リ
と
共
に
み
つ
吸
う
つ
つ
じ
み
ち 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

増
田 

綺
音
さ
ん 

 

 

 

見
え
て
き
た
白
い
絨
毯
そ
ば
の
花 

亀
岡
市
立
大
成
中
学
校 

２
年 

中
川 

莉
々
子
さ
ん 

  

 

裏
切
り
の
始
ま
り
告
げ
る
亀
岡
の
霧 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

里 

一
郎
さ
ん 

 

 

 

知
ら
ぬ
ま
に
夏
の
悪
魔
に
さ
さ
れ
て
る 

亀
岡
市
立
亀
岡
中
学
校 

２
年 

永
田 

桔
平
さ
ん 

 

 

 

ふ
と
見
れ
ば
た
く
さ
ん
い
た
ね
赤
蜻
蛉 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 

中
川 

茉
穂
さ
ん 

 

 

 

た
だ
い
ま
と
い
っ
た
そ
ば
か
ら
冷
蔵
庫 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 

井
上 

桃
花
さ
ん 

  

 

こ
の
匂
い
私
の
好
き
な
な
し
の
匂
い 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 

米
津 

椎
菜
さ
ん 

  

 

子
ど
も
た
ち
お
年
玉
を
強
く
に
ぎ
っ
て
い
る 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 

小
田 

優
奈
さ
ん 

 

 

と
き
す
で
に
せ
ん
ぷ
う
き
で
は
た
え
ら
れ
ぬ 

亀
岡
市
立
亀
岡
中
学
校 

２
年 

松
本 

真
奨
さ
ん 

 

 

 

ひ
ょ
っ
こ
り
と
つ
く
し
出
て
く
る
家
の
前 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 

八
木 

梨
心
さ
ん 



 【
奨
励
賞
】 

〈
小
学
生
の
部
〉 

 

 

ト
ロ
ッ
コ
で
紅
葉
ト
ン
ネ
ル
駆
け
抜
け
て 

那
覇
市
立
真
嘉
比
小
学
校 

６
年 

名
村 

颯
馬
さ
ん 

 

 

か
た
そ
ろ
え
か
ぜ
に
ふ
か
れ
る
つ
く
し
た
ち 

亀
岡
市
立
詳
徳
小
学
校 

６
年 
久
木 

美
央
さ
ん 

 

 

 

あ
の
山
と
わ
た
し
は
い
っ
し
ょ
に
大
き
く
な
る 

亀
岡
市
立
詳
徳
小
学
校 

６
年 

亀
田 

優
月
さ
ん 

 

 

 

き
ん
よ
う
び
先
生
が
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
て
ん 

尾
鷲
市
立
矢
浜
小
学
校 

６
年 

藤
田 

喜
帆
さ
ん 

 

 

 

お
じ
さ
ん
は
は
な
げ
を
だ
し
て
月
を
み
る 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

４
年 

岡
田 

壮
史
さ
ん 

 

 

 

ど
こ
な
ん
だ
サ
ン
マ
の
こ
え
が
き
こ
え
る
よ 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

５
年 

岩
田 

潤
さ
ん 

 

〈
中
学
生
の
部
〉 

 

 

ア
ユ
モ
ド
キ
ガ
ラ
が
し
ま
し
ま
ふ
し
ぎ
だ
な 

亀
岡
市
立
安
詳
小
学
校 

４
年 

永
本 

快
飛
さ
ん 

 

 

 

春
の
風
レ
フ
ト
オ
ー
バ
ー
球
が
と
ぶ 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

舩
本 

愛
愁
さ
ん 

 
 

ふ
き
の
と
う
お
と
な
り
さ
ん
と
ひ
ょ
っ
こ
り
だ 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

山
田 

依
桜
愛
さ
ん 

 

 

通
学
ろ
き
り
の
中
か
ら
出
て
き
た
よ 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

５
年 

米
田 

修
優
さ
ん 

 

 

顔
知
ら
ぬ
じ
い
ち
ゃ
ん
帰
る
お
盆
か
な 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 
山
本 

凌
輔
さ
ん 

 

 

か
き
は
秋
お
い
し
く
食
べ
る
空
を
見
て 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

３
年 

袖
岡 

椿
さ
ん 

 

 

 

夏
野
菜
あ
な
た
も
一
つ
い
か
が
で
す 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

八
木 

菫
さ
ん 

 

 

 

梅
雨
明
け
て
坊
主
に
し
た
い
季
節
か
な 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

小
林 

聡
志
さ
ん 

 

 

 

家
の
お
く
の
ぞ
い
て
み
た
ら
う
し
が
え
る 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

岡
村 

花
菜
さ
ん 

 

 

 

仮
名
文
字
や
亀
山
城
の
雨
の
音 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

板
場 

暁
洋
さ
ん 

 

 

 

朝
霧
に
う
そ
を
つ
い
た
ら
歩
道
橋 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

三
宅 

智
也
さ
ん 

 

 

 

夏
休
み
混
ぜ
る
な
危
険
こ
の
姉
弟 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

長
村 

美
瑞
さ
ん 

 

 

曖
昧
な
言
葉
ば
か
り
の
夏
の
霧 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

吉
澤 

玲
奈
さ
ん 

 

 

 

蒲
公
英
や
陽
気
な
朝
日
に
照
ら
さ
れ
る 

愛
南
町
立
御
荘
中
学
校 

２
年 

小
泉 

颯
人
さ
ん 

 

 

 

ゆ
す
ら
う
め
鳥
と
一
緒
に
種
飛
ば
す 

愛
南
町
立
御
荘
中
学
校 

２
年 

田
原 

里
南
さ
ん 

 

 

 

春
探
し
猫
と
お
散
歩
か
け
だ
し
た 

愛
南
町
立
御
荘
中
学
校 

２
年 

山
﨑 

綾
さ
ん 

  

 

水
面
の
金
閣
ゆ
が
む
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ 

愛
南
町
立
御
荘
中
学
校 

２
年 

濵
見 

晴
丘
さ
ん 

 

 

 

 

桜
舞
う
真
上
見
上
げ
て
待
ち
ぼ
う
け 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

清
水 

柚
衣
さ
ん 

 

 

 

バ
ス
停
の
背
筋
伸
ば
し
て
冬
の
霧 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

髙
野 

莉
来
さ
ん 

 

 

 

ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
こ
ぼ
れ
る
涙
日
記
買
ふ 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

矢
部 

大
夢
さ
ん 

 

 

 

冬
霧
の
く
る
く
る
回
る
交
差
点 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

大
谷 

友
也
さ
ん 

  

 

あ
の
人
は
い
つ
も
見
す
ご
す
つ
つ
じ
か
な 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

石
川 

紅
杏
さ
ん 

  

 

薄
霧
に
突
如
あ
ら
わ
る
ス
タ
ジ
ア
ム 

亀
岡
市
立
詳
徳
中
学
校 

１
年 

木
村 

大
輔
さ
ん  

 

 

ア
ユ
モ
ド
キ
む
こ
う
は
勝
手
に
か
く
れ
ん
ぼ 

亀
岡
市
立
詳
徳
中
学
校 

３
年 

中
村 

宥
心
さ
ん  

 

 

自
転
車
で
切
る
夕
霧
の
重
さ
か
な 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

前
島 

夏
乃
さ
ん 

  

 

夏
の
霧
う
さ
ぎ
と
亀
の
う
さ
ぎ
か
な 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

樋
口 

大
斗
さ
ん 

年 

三
宅 

智
也
さ
ん 

 

 

赤
と
ん
ぼ
緊
張
お
さ
え
い
ち
に
つ
い
て 

愛
南
町
立
御
荘
中
学
校 

２
年 

白
石 

萌
恵
さ
ん 

  

 

ひ
ま
わ
り
が
空
に
向
か
っ
て
突
き
進
む 

愛
南
町
立
御
荘
中
学
校 

２
年 

上
田 

蒼
将
さ
ん 

 

朝
霧
の
手
帳
ひ
ら
い
て
動
き
出
す 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

和
智 

睦
乃
実
さ
ん 

 

 

七
夕
や
亀
山
城
見
て
髪
結
わ
く 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

大
片 

美
桜
さ
ん 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
一
般
の
部
〉 

 

 

無
一
物
て
ふ
力
あ
り
大
冬
木 

 

三
重
県 

鈴
鹿
市 

 

古
川 

和
子
さ
ん 

 

 

糸
蜻
蛉
影
一
本
と
な
り
に
け
り 

 

東
京
都 

足
立
区 

 

木
幡 

忠
文
さ
ん 

 

 

弓
な
り
に
棚
田
迫
り
あ
げ
青
嵐 

 

京
都
府 

南
丹
市 

 

小
寺 

源
吾
さ
ん 

 

 

さ
く
ら
咲
く
亀
岡
駅
で
旅
立
つ
日 

 

愛
知
県 

春
日
井
市 

 

柿
崎 

友
李
さ
ん 

 

 

夏
の
霧
リ
ッ
プ
を
つ
け
て
駅
の
前 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

落
合 

美
波
さ
ん 

 

 

 

卒
業
の
歌
遠
く
聴
く
美
術
室 

福
知
山
市
立
桃
映
中
学
校 ３

年 

岡
田 

奈
々
花
さ
ん 

 

 

 

帰
り
道
ふ
と
足
止
め
る
赤
い
月 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 

佐
山 

乙
羽
さ
ん 

 

 

亀
山
に
丹
波
太
郎
が
悠
々
と 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

若
山 

阿
美
さ
ん 

 

 

桜
石
か
な
し
み
か
く
し
す
れ
ち
が
ふ 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

大
塚 

亜
寿
美
さ
ん 

 

 

 

夏
休
み
陸
部
で
始
め
た
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

山
鹿 

蒼
空
さ
ん 

 

 

 

秋
の
夜
ね
こ
と
い
っ
し
ょ
に
屋
根
の
上 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

宮
出 

柏
さ
ん 

 

 

 

巣
立
ち
ゆ
く
鳥
の
親
子
を
送
り
出
す 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

木
村 

琉
生
さ
ん 

  

 

ひ
ぐ
ら
し
や
な
ん
だ
か
切
な
い
日
の
終
わ
り 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

山
内 

夏
海
さ
ん 

 

 

 

き
り
の
中
探
り
探
り
の
友
の
声 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

村
田 

春
輝
さ
ん 

 

 

 

 

山
囲
む
授
業
に
の
ど
か
な
夏
来
た
る 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

２
年 

川
北 

小
春
さ
ん 

 

 

 

窓
に
字
を
書
く
小
学
生
の
冬 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

３
年 

大
石 

慈
穏
さ
ん 

 

 

 

受
験
生
光
秀
時
代
へ
行
き
た
い
な 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

３
年 

伊
藤 

優
里
香
さ
ん 

 

 

 

大
空
の
入
道
雲
で
眠
り
た
い 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

３
年 

円
山 

遥
斗
さ
ん 

  

 

年
月
を
手
元
に
想
う
桜
石 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

３
年 

小
西 

花
梨
さ
ん 

 

 

 

彼
岸
花
咲
い
て
に
ぎ
わ
う
通
学
路 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

田
村 

明
さ
ん 

 

 

 

台
風
は
進
路
決
ま
っ
て
て
う
ら
や
ま
し
い 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

岩
岡 

花
音
さ
ん 

 

 

雪
溶
か
す
サ
ン
ガ
と
と
も
に
来
た
る
熱 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

林 

賢
太
朗
さ
ん 

 

 

お
年
玉
出
て
き
た
も
の
は
宝
く
じ 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

８
年 

橋
本 

和
磨
さ
ん 

  

 

た
き
の
音
神
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

７
年 

関 

心
優
さ
ん 

 

丹
波
路
に
み
ど
り
か
が
や
く
稲
穂
た
ち 

亀
岡
市
立
育
親
中
学
校 

１
年 

小
原 

海
樂
さ
ん 

 

 

山
奥
の
露
天
風
呂
へ
と
桜
咲
く 

亀
岡
市
立
詳
徳
中
学
校 

１
年 

村
田 

琴
音
さ
ん  

 

 

七
人
の
男
の
子
戦
地
へ
生
身
魂 

 

京
都
府 

舞
鶴
市 

 

大
槻 

美
千
江
さ
ん 

 

 

月
白
や
丹
波
城
趾
の
野
面
積 

 

京
都
府 

京
都
市 

 

原
田 

明
さ
ん 

 
 

風
入
れ
の
な
が
き
光
陰
拝
謁
記 

 

京
都
府 

八
幡
市 

 

大
山 

文
子
さ
ん 

 

 

帰
省
子
に
と
き
を
り
鳴
つ
て
古
時
計 

 

千
葉
県 

松
戸
市 

 

山
本 
新
さ
ん 

 

 

油
照
り
私
を
曲
げ
て
し
ま
い
そ
う 

 

京
都
府 

京
丹
後
市 

 

田
﨑 

千
草
さ
ん 

 

 

光
秀
の
城
す
ぎ
花
野
人
と
な
る 

 

滋
賀
県 

東
近
江
市 

 

井
田 

寿
一
さ
ん  

 

 

上
下
な
き
円
座
の
宴
花
ふ
ぶ
き 

 

熊
本
県 

八
代
市 

 

貝
田 

ひ
で
を
さ
ん 

 

 

ム
カ
デ
練
さ
あ
始
ま
る
ぞ
体
育
祭 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

３
年 

鈴
木 

華
乃
さ
ん 

 



 
【
佳
作
】 

〈
小
学
生
の
部
〉 

〈
中
学
生
の
部
〉 

 

 

あ
つ
い
な
あ
も
う
す
ぐ
海
に
つ
く
か
な
あ 

亀
岡
市
立
曽
我
部
小
学
校 

３
年 

須
田 

眞
櫻
さ
ん 

 

 

な
つ
ま
つ
り
し
ゃ
て
き
を
う
て
て
う
れ
し
い 

亀
岡
市
立
曽
我
部
小
学
校 

３
年 

橘 

瑞
さ
ん 

 

 

も
み
じ
が
ね
夕
日
と
と
も
に
し
ず
ん
で
く 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

５
年 

亀
岡 

瑞
希
さ
ん 
  

 

山
の
ほ
う
に
り
ゅ
う
み
た
い
な
き
り
が
出
る 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

５
年 

畑 

夏
帆
さ
ん 

  

 

花
も
よ
う
ち
ょ
う
ち
ょ
が
う
ろ
つ
く
ワ
ン
ピ
ー
ス 

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー 

５
年 
大
谷 

菜
夏
さ
ん 

 

 

き
れ
い
や
な
あ
る
い
て
み
た
い
な
き
り
の
う
え 

亀
岡
市
立
つ
つ
じ
ケ
丘
小
学
校 

１
年 

石
野 

つ
む
ぎ
さ
ん 

 

 

 

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
冷
や
し
き
ゅ
う
り
が
似
合
う
き
み 

尾
鷲
市
立
矢
浜
小
学
校 

６
年 

直
江 

呼
春
さ
ん 

  

 

プ
ー
ル
開
き
虫
も
ぷ
か
ぷ
か
お
よ
い
で
る 

尾
鷲
市
立
矢
浜
小
学
校 

６
年 

黒 

美
結
さ
ん 

  

 

家
の
前
コ
ス
モ
ス
み
ん
な
笑
っ
て
る 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

５
年 

宍
倉 

香
絵
さ
ん 

 

 

組
み
体
で
一
致
団
結
力
な
り 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校  

６
年 

小
田 

真
衣
実
さ
ん 

  

 

セ
ミ
の
声
ミ
ン
ミ
ン
鳴
く
よ
な
ん
の
う
た 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校  

５
年 

山
本 

莉
杏
奈
さ
ん 

 

 

 

夏
休
み
遊
び
ま
く
っ
て
宿
題
が
… 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

６
年 

中
川 

鈴
乃
さ
ん 

 

 

 

さ
く
ら
咲
く
君
の
顔
に
は
笑
顔
さ
く 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

６
年 

久
保 

月
乃
さ
ん 

  
 

春
の
朝
ふ
と
気
が
つ
く
と
さ
く
ら
の
雨 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

６
年 

森
山 

凱
さ
ん 

 

 

 

空
蝉
は
生
ま
れ
た
あ
か
し
命
の
か
け
ら 

亀
岡
市
立
亀
岡
小
学
校 

４
年 

北
山 

隼
さ
ん 

 

 

帰
り
道
つ
つ
じ
の
み
つ
を
す
う
ぼ
く
ら 

京
都
市
立
広
沢
小
学
校 

４
年 
前
川 

大
輔
さ
ん 

 

 

亀
岡
は
き
れ
い
な
月
が
て
ら
し
て
る 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

５
年 

人
見 

颯
葵
さ
ん 

 

 

雪
山
に
シ
ロ
ッ
プ
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す 

尾
鷲
市
立
矢
浜
小
学
校 

６
年 

北
村 

遥
香
さ
ん 

 

 

 

オ
オ
ル
リ
と
僕
と
野
花
と
山
霧
と 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

桒
原 

健
人
さ
ん 

 

 

 

ラ
ム
ネ
玉
屋
台
に
光
る
子
供
の
目 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

小
笠 

愛
心
さ
ん 

 

 

 

朝
霧
や
お
は
よ
う
を
聞
き
消
え
て
ゆ
く 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

植
松 

寛
智
さ
ん 

  

 

大
晦
日
掃
除
機
片
手
に
い
ざ
出
陣 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

川
端 

諒
香
さ
ん 

  

 

海
水
浴
海
パ
ン
脱
い
だ
ら
白
パ
ン
だ 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

山
口 

修
一
朗
さ
ん 

 

 

百
千
鳥
光
が
と
た
ん
に
入
り
交
じ
る 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

橋
本 

一
嶺
さ
ん 

 

 

冬
休
み
謀
反
を
お
こ
し
て
白
い
旗 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

山
内 

ひ
ま
り
さ
ん 

 

 

 

ス
イ
カ
に
は
種
の
数
だ
け
幸
宿
る 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

尾
上 

司
さ
ん 

 

 

 

ち
ょ
っ
と
待
て
う
ち
の
光
秀
ア
イ
ス
食
う 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

川
越 

夕
也
さ
ん 

 

 

 

友
人
と
「
光
秀
ま
つ
り
」
手
に
ラ
ム
ネ 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

小
谷 

菜
緒
さ
ん 

  

 

弟
と
虫
取
網
と
公
園
へ 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

荒
川 

大
和
さ
ん 

  

 

朝
練
習
霧
と
一
緒
に
猛
ダ
ッ
シ
ュ 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

松
原 

蒼
さ
ん 

 

 

テ
ス
ト
前
一
人
独
房
汗
拭
ふ 

亀
岡
市
立
別
院
中
学
校 

３
年 

尾
﨑 

俊
輔
さ
ん 

 

 

 

夏
休
み
何
日
ぶ
り
か
ペ
ン
に
ぎ
る 

亀
岡
市
立
別
院
中
学
校 

１
年 

古
本 

ノ
ア
さ
ん 

 

 

 

部
活
終
わ
り
二
人
で
見
上
げ
た
天
の
川 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

岡
崎 

玄
武
さ
ん 

 

 

 

川
く
だ
り
一
緒
に
旅
す
る
ア
ユ
モ
ド
キ 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

高
尾 

幸
成
さ
ん 

 

 

 

霧
が
出
て
町
は
一
瞬
森
の
よ
う 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

田
中 

士
葵
さ
ん 

 

 

受
験
生
勉
強
し
て
ね
え
霧
は
れ
ね
え 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

奥 

慶
也
さ
ん 



 
 

 

 

ぼ
ん
お
ど
り
お
ど
っ
て
み
れ
ば
楽
し
い
な 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

西
川 

陽
彦
さ
ん 

  

 

ア
ユ
モ
ド
キ
と
も
に
く
ら
そ
う
こ
の
ま
ち
で 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

森 

勇
人
さ
ん 

  

 

朝
起
き
て
コ
ス
モ
ス
光
る
朝
び
か
り 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

建
部 

皓
介
さ
ん 

  

 

ス
タ
ジ
ア
ム
桜
と
い
っ
し
ょ
に
ス
タ
ー
ト
だ 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

西
田 

樹
さ
ん 

 

 

花
火
の
日
保
津
川
ほ
と
り
で
手
を
つ
な
ぐ 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

広
瀬 

春
さ
ん 

  

 

夏
の
空
空
が
青
い
と
気
持
ち
い
い 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

西
村 

宥
人
さ
ん 

 

 

 

き
り
の
中
む
か
い
の
家
が
見
え
ま
せ
ん 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

５
年 

福
田 

葉
月
さ
ん 

 

 

 

ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン
み
ん
な
で
う
た
う
よ
つ
つ
じ
が
ね 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

５
年 

岩
﨑 

菜
月
さ
ん 

  

 

お
も
い
で
は
く
ら
げ
の
い
た
さ
な
つ
や
す
み 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

５
年 

杉
山 

光
希
さ
ん 

 

 

 

雲
海
と
と
も
に
心
も
起
き
上
が
る 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

中
井 

美
緒
さ
ん 

  

 

か
め
お
か
し
ほ
づ
が
わ
く
だ
り
な
み
の
ゆ
れ 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

５
年 

竹
井 

海
空
さ
ん 

 

 

学
校
で
ぼ
く
は
勉
強
山
わ
ら
う 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

来
田 

悠
人
さ
ん 

 

 

 

バ
ス
が
き
た
み
ん
な
で
の
ろ
う 

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

 

３
年 

水
嶋 

天
さ
ん 

 

 

山
で
や
く
松
茸
や
っ
た
ー
お
い
し
い
ぞ 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

３
年 

石
井 

孝
弥
さ
ん 

 ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
す
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
・
ラ
ン
タ
ン

か
ざ
り
ま
し
ょ 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校  

３
年 

上
田 

洋
子
さ
ん 

 

 

か
ぞ
く
で
ね
ス
イ
カ
を
わ
っ
て
あ
か
く
な
る 

有
田
町
立
有
田
中
部
小
学
校 

３
年 

岡
本 

蒼
さ
ん 

 

 

さ
ん
ま
く
う
ガ
ブ
ガ
ブ
く
う
ぞ
あ
つ
す
ぎ
だ 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

３
年 

宮
本 

龍
輝
亜
さ
ん 

 

 

秋
の
日
は
と
げ
と
げ
の
く
り
い
っ
た
い
な 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

３
年 

和
田 

康
聖
さ
ん 

 

 

夏
休
み
こ
い
し
く
な
る
な
小
学
校 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

６
年 

松
川 

怜
さ
ん 

 

 

夏
休
み
受
験
生
ら
の
天
王
山 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

６
年 

内
野 

迅
翔
さ
ん 

 

 

夏
祭
り
一
人
で
い
く
と
さ
み
し
い
な 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

６
年 

村
田 

亘
さ
ん 

 

 

秋
が
来
た
エ
ア
コ
ン
ア
イ
ス
半
が
く
だ 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

４
年 

松
田 

美
希
さ
ん 

 

 

ど
う
し
よ
う
ス
イ
カ
の
種
を
食
べ
ち
ゃ
っ
た 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

４
年 

野
田 

祐
音
さ
ん 

 

 

夏
休
み
カ
ヤ
ッ
ク
こ
い
で
川
下
り 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

６
年 

山
口 

頌
之
さ
ん 

 

 

か
ぶ
と
む
し
ス
イ
カ
を
食
べ
て
元
気
出
せ 

八
戸
市
立
下
長
小
学
校 

３
年 

遠
藤 

み
の
り
さ
ん 

  

 

ひ
ま
わ
り
の
咲
く
方
向
に
平
和
あ
り 

豊
橋
市
立
汐
田
小
学
校 

６
年 

山
内 

瞭
さ
ん 

  

 

文
久
の
と
う
ろ
う
探
し
た
夏
休
み 

亀
岡
市
立
南
つ
つ
じ
ケ
丘
小
学
校 

３
年 

福
知 

篤
人
さ
ん 

 

 

朝
ぎ
り
や
眼
鏡
か
け
ず
に
歩
く
街 

名
古
屋
市
立
滝
川
小
学
校 

６
年 

水
野 

結
雅
さ
ん 

  

 

春
の
風
吹
か
れ
て
お
よ
ぐ
み
ど
り
た
ち 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

平
野 

香
音
さ
ん 

  

 

春
の
空
ス
ー
ツ
姿
の
若
い
人 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

橋
ケ
迫 

壮
太
さ
ん 

 

 

 

春
の
月
す
ぶ
り
し
す
ぎ
て
ま
め
で
き
る 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

豊
田 

翔
大
さ
ん 

  

 

春
の
風
ね
こ
は
毎
日
ね
て
ば
か
り 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

楠 

友
佑
さ
ん 

 
 

 

満
点
の
夜
に
光
っ
た
花
火
顔 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

佐
々
木 

悠
時
さ
ん 

  

 

春
の
果
て
ピ
ン
ク
の
花
び
ら
と
ん
で
ゆ
く 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

岩
城 

尚
跳
さ
ん 

 

 

 

台
風
だ
流
さ
れ
な
い
で
ア
ユ
モ
ド
キ 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 ６

年 
中
田 

壮
治
郎
さ
ん 

 



 
 

 

 

ぼ
ん
お
ど
り
お
ど
っ
て
み
れ
ば
楽
し
い
な 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

西
川 

陽
彦
さ
ん 

  

 

ア
ユ
モ
ド
キ
と
も
に
く
ら
そ
う
こ
の
ま
ち
で 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

森 

勇
人
さ
ん 
  

 
朝
起
き
て
コ
ス
モ
ス
光
る
朝
び
か
り 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

建
部 

皓
介
さ
ん 

  

 

ス
タ
ジ
ア
ム
桜
と
い
っ
し
ょ
に
ス
タ
ー
ト
だ 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

西
田 

樹
さ
ん 

 

 

花
火
の
日
保
津
川
ほ
と
り
で
手
を
つ
な
ぐ 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

広
瀬 

春
さ
ん 

  

 

夏
の
空
空
が
青
い
と
気
持
ち
い
い 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

西
村 

宥
人
さ
ん 

 

 

 

き
り
の
中
む
か
い
の
家
が
見
え
ま
せ
ん 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

５
年 
福
田 

葉
月
さ
ん 

 

 

 

ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン
み
ん
な
で
う
た
う
よ
つ
つ
じ
が
ね 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

５
年 

岩
﨑 

菜
月
さ
ん 

  

 

お
も
い
で
は
く
ら
げ
の
い
た
さ
な
つ
や
す
み 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

５
年 

杉
山 

光
希
さ
ん 

 

 

 

雲
海
と
と
も
に
心
も
起
き
上
が
る 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

６
年 

中
井 

美
緒
さ
ん 

  

 

か
め
お
か
し
ほ
づ
が
わ
く
だ
り
な
み
の
ゆ
れ 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

５
年 

竹
井 

海
空
さ
ん 

 
 

学
校
で
ぼ
く
は
勉
強
山
わ
ら
う 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

来
田 

悠
人
さ
ん 

 

 

 

バ
ス
が
き
た
み
ん
な
で
の
ろ
う 

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

 

３
年 

水
嶋 

天
さ
ん 

 

 

山
で
や
く
松
茸
や
っ
た
ー
お
い
し
い
ぞ 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

３
年 

石
井 

孝
弥
さ
ん 

 ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
す
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
・
ラ
ン
タ
ン

か
ざ
り
ま
し
ょ 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校  

３
年 

上
田 

洋
子
さ
ん 

 

 

か
ぞ
く
で
ね
ス
イ
カ
を
わ
っ
て
あ
か
く
な
る 

有
田
町
立
有
田
中
部
小
学
校 

３
年 

岡
本 

蒼
さ
ん 

 

 

さ
ん
ま
く
う
ガ
ブ
ガ
ブ
く
う
ぞ
あ
つ
す
ぎ
だ 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

３
年 

宮
本 

龍
輝
亜
さ
ん 

 

 

秋
の
日
は
と
げ
と
げ
の
く
り
い
っ
た
い
な 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

３
年 

和
田 

康
聖
さ
ん 

 

 

夏
休
み
こ
い
し
く
な
る
な
小
学
校 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

６
年 

松
川 

怜
さ
ん 

 

 

夏
休
み
受
験
生
ら
の
天
王
山 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

６
年 

内
野 

迅
翔
さ
ん 

 

 

夏
祭
り
一
人
で
い
く
と
さ
み
し
い
な 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

６
年 

村
田 

亘
さ
ん 

 

 

秋
が
来
た
エ
ア
コ
ン
ア
イ
ス
半
が
く
だ 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

４
年 

松
田 

美
希
さ
ん 

 

 

ど
う
し
よ
う
ス
イ
カ
の
種
を
食
べ
ち
ゃ
っ
た 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

４
年 

野
田 

祐
音
さ
ん 

 

 

夏
休
み
カ
ヤ
ッ
ク
こ
い
で
川
下
り 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

６
年 

山
口 

頌
之
さ
ん 

 

 

か
ぶ
と
む
し
ス
イ
カ
を
食
べ
て
元
気
出
せ 

八
戸
市
立
下
長
小
学
校 

３
年 

遠
藤 

み
の
り
さ
ん 

  

 

ひ
ま
わ
り
の
咲
く
方
向
に
平
和
あ
り 

豊
橋
市
立
汐
田
小
学
校 

６
年 

山
内 

瞭
さ
ん 

  

 

文
久
の
と
う
ろ
う
探
し
た
夏
休
み 

亀
岡
市
立
南
つ
つ
じ
ケ
丘
小
学
校 

３
年 

福
知 

篤
人
さ
ん 

 

 

朝
ぎ
り
や
眼
鏡
か
け
ず
に
歩
く
街 

名
古
屋
市
立
滝
川
小
学
校 

６
年 

水
野 

結
雅
さ
ん 

  

 

春
の
風
吹
か
れ
て
お
よ
ぐ
み
ど
り
た
ち 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

平
野 

香
音
さ
ん 

  

 

春
の
空
ス
ー
ツ
姿
の
若
い
人 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

橋
ケ
迫 

壮
太
さ
ん 

 

 

 

春
の
月
す
ぶ
り
し
す
ぎ
て
ま
め
で
き
る 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

豊
田 

翔
大
さ
ん 

  

 

春
の
風
ね
こ
は
毎
日
ね
て
ば
か
り 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

楠 

友
佑
さ
ん 

 

 

 

満
点
の
夜
に
光
っ
た
花
火
顔 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

佐
々
木 

悠
時
さ
ん 

  

 

春
の
果
て
ピ
ン
ク
の
花
び
ら
と
ん
で
ゆ
く 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

岩
城 

尚
跳
さ
ん 

 

 

 

台
風
だ
流
さ
れ
な
い
で
ア
ユ
モ
ド
キ 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 ６

年 

中
田 

壮
治
郎
さ
ん 

 



 
【
佳
作
】 

〈
小
学
生
の
部
〉 

〈
中
学
生
の
部
〉 

 

 

あ
つ
い
な
あ
も
う
す
ぐ
海
に
つ
く
か
な
あ 

亀
岡
市
立
曽
我
部
小
学
校 

３
年 

須
田 

眞
櫻
さ
ん 

 

 

な
つ
ま
つ
り
し
ゃ
て
き
を
う
て
て
う
れ
し
い 

亀
岡
市
立
曽
我
部
小
学
校 

３
年 

橘 

瑞
さ
ん 

 

 

も
み
じ
が
ね
夕
日
と
と
も
に
し
ず
ん
で
く 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

５
年 

亀
岡 

瑞
希
さ
ん 

  

 

山
の
ほ
う
に
り
ゅ
う
み
た
い
な
き
り
が
出
る 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

５
年 

畑 

夏
帆
さ
ん 

  

 

花
も
よ
う
ち
ょ
う
ち
ょ
が
う
ろ
つ
く
ワ
ン
ピ
ー
ス 

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー 

５
年 

大
谷 

菜
夏
さ
ん 

 

 

き
れ
い
や
な
あ
る
い
て
み
た
い
な
き
り
の
う
え 

亀
岡
市
立
つ
つ
じ
ケ
丘
小
学
校 

１
年 

石
野 

つ
む
ぎ
さ
ん 

 

 

 

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
冷
や
し
き
ゅ
う
り
が
似
合
う
き
み 

尾
鷲
市
立
矢
浜
小
学
校 

６
年 

直
江 

呼
春
さ
ん 

  

 

プ
ー
ル
開
き
虫
も
ぷ
か
ぷ
か
お
よ
い
で
る 

尾
鷲
市
立
矢
浜
小
学
校 

６
年 

黒 

美
結
さ
ん 

  

 

家
の
前
コ
ス
モ
ス
み
ん
な
笑
っ
て
る 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

５
年 

宍
倉 

香
絵
さ
ん 

 

 

組
み
体
で
一
致
団
結
力
な
り 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校  

６
年 

小
田 

真
衣
実
さ
ん 

  

 

セ
ミ
の
声
ミ
ン
ミ
ン
鳴
く
よ
な
ん
の
う
た 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校  

５
年 

山
本 

莉
杏
奈
さ
ん 

 

 

 

夏
休
み
遊
び
ま
く
っ
て
宿
題
が
… 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

６
年 

中
川 

鈴
乃
さ
ん 

 

 

 

さ
く
ら
咲
く
君
の
顔
に
は
笑
顔
さ
く 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

６
年 

久
保 

月
乃
さ
ん 

  

 

春
の
朝
ふ
と
気
が
つ
く
と
さ
く
ら
の
雨 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

６
年 

森
山 

凱
さ
ん 

 

 

 

空
蝉
は
生
ま
れ
た
あ
か
し
命
の
か
け
ら 

亀
岡
市
立
亀
岡
小
学
校 

４
年 

北
山 

隼
さ
ん 

 

 

帰
り
道
つ
つ
じ
の
み
つ
を
す
う
ぼ
く
ら 

京
都
市
立
広
沢
小
学
校 

４
年 

前
川 

大
輔
さ
ん 

 

 

亀
岡
は
き
れ
い
な
月
が
て
ら
し
て
る 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

５
年 

人
見 

颯
葵
さ
ん 

 

 

雪
山
に
シ
ロ
ッ
プ
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す 

尾
鷲
市
立
矢
浜
小
学
校 

６
年 
北
村 

遥
香
さ
ん 

 

 

 

オ
オ
ル
リ
と
僕
と
野
花
と
山
霧
と 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

桒
原 
健
人
さ
ん 

 

 

 

ラ
ム
ネ
玉
屋
台
に
光
る
子
供
の
目 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

小
笠 

愛
心
さ
ん 
 

 

 

朝
霧
や
お
は
よ
う
を
聞
き
消
え
て
ゆ
く 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

植
松 

寛
智
さ
ん 

  

 

大
晦
日
掃
除
機
片
手
に
い
ざ
出
陣 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

川
端 

諒
香
さ
ん 

  

 

海
水
浴
海
パ
ン
脱
い
だ
ら
白
パ
ン
だ 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

山
口 

修
一
朗
さ
ん 

 

 

百
千
鳥
光
が
と
た
ん
に
入
り
交
じ
る 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

橋
本 

一
嶺
さ
ん 

 

 

冬
休
み
謀
反
を
お
こ
し
て
白
い
旗 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

山
内 

ひ
ま
り
さ
ん 

 

 

 

ス
イ
カ
に
は
種
の
数
だ
け
幸
宿
る 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

尾
上 

司
さ
ん 

 
 

 

ち
ょ
っ
と
待
て
う
ち
の
光
秀
ア
イ
ス
食
う 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

川
越 

夕
也
さ
ん 

 

 

 

友
人
と
「
光
秀
ま
つ
り
」
手
に
ラ
ム
ネ 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

小
谷 

菜
緒
さ
ん 

  

 

弟
と
虫
取
網
と
公
園
へ 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 
荒
川 

大
和
さ
ん 

  

 

朝
練
習
霧
と
一
緒
に
猛
ダ
ッ
シ
ュ 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 

松
原 

蒼
さ
ん 

 

 

テ
ス
ト
前
一
人
独
房
汗
拭
ふ 

亀
岡
市
立
別
院
中
学
校 

３
年 

尾
﨑 

俊
輔
さ
ん 

 

 

 

夏
休
み
何
日
ぶ
り
か
ペ
ン
に
ぎ
る 

亀
岡
市
立
別
院
中
学
校 

１
年 

古
本 

ノ
ア
さ
ん 

 

 

 

部
活
終
わ
り
二
人
で
見
上
げ
た
天
の
川 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

岡
崎 

玄
武
さ
ん 

 

 

 

川
く
だ
り
一
緒
に
旅
す
る
ア
ユ
モ
ド
キ 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

高
尾 

幸
成
さ
ん 

 

 

 

霧
が
出
て
町
は
一
瞬
森
の
よ
う 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

田
中 

士
葵
さ
ん 

 

 

受
験
生
勉
強
し
て
ね
え
霧
は
れ
ね
え 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

奥 

慶
也
さ
ん 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
一
般
の
部
〉 

 

 

無
一
物
て
ふ
力
あ
り
大
冬
木 

 

三
重
県 

鈴
鹿
市 

 

古
川 

和
子
さ
ん 

 

 

糸
蜻
蛉
影
一
本
と
な
り
に
け
り 

 

東
京
都 

足
立
区 

 

木
幡 

忠
文
さ
ん 

 

 

弓
な
り
に
棚
田
迫
り
あ
げ
青
嵐 

 

京
都
府 

南
丹
市 

 

小
寺 

源
吾
さ
ん 

 

 

さ
く
ら
咲
く
亀
岡
駅
で
旅
立
つ
日 

 

愛
知
県 

春
日
井
市 
 

柿
崎 

友
李
さ
ん 

 

 

夏
の
霧
リ
ッ
プ
を
つ
け
て
駅
の
前 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

落
合 

美
波
さ
ん 

 

 

 

卒
業
の
歌
遠
く
聴
く
美
術
室 

福
知
山
市
立
桃
映
中
学
校 ３

年 

岡
田 

奈
々
花
さ
ん 

 

 

 

帰
り
道
ふ
と
足
止
め
る
赤
い
月 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 

佐
山 

乙
羽
さ
ん 

 

 

亀
山
に
丹
波
太
郎
が
悠
々
と 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

若
山 

阿
美
さ
ん 

 

 

桜
石
か
な
し
み
か
く
し
す
れ
ち
が
ふ 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

大
塚 

亜
寿
美
さ
ん 

 

 

 

夏
休
み
陸
部
で
始
め
た
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

山
鹿 

蒼
空
さ
ん 

 

 

 

秋
の
夜
ね
こ
と
い
っ
し
ょ
に
屋
根
の
上 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

宮
出 

柏
さ
ん 

 

 

 

巣
立
ち
ゆ
く
鳥
の
親
子
を
送
り
出
す 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

木
村 

琉
生
さ
ん 

  
 

ひ
ぐ
ら
し
や
な
ん
だ
か
切
な
い
日
の
終
わ
り 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

山
内 

夏
海
さ
ん 

 

 

 

き
り
の
中
探
り
探
り
の
友
の
声 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

村
田 

春
輝
さ
ん 

 

 

 

 

山
囲
む
授
業
に
の
ど
か
な
夏
来
た
る 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

２
年 

川
北 

小
春
さ
ん 

 

 

 

窓
に
字
を
書
く
小
学
生
の
冬 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

３
年 

大
石 

慈
穏
さ
ん 

 

 

 

受
験
生
光
秀
時
代
へ
行
き
た
い
な 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

３
年 

伊
藤 

優
里
香
さ
ん 

 

 

 

大
空
の
入
道
雲
で
眠
り
た
い 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

３
年 

円
山 

遥
斗
さ
ん 

  

 

年
月
を
手
元
に
想
う
桜
石 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

３
年 

小
西 

花
梨
さ
ん 

 
 

 

彼
岸
花
咲
い
て
に
ぎ
わ
う
通
学
路 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

田
村 

明
さ
ん 

 

 
 

台
風
は
進
路
決
ま
っ
て
て
う
ら
や
ま
し
い 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

岩
岡 

花
音
さ
ん 

 

 

雪
溶
か
す
サ
ン
ガ
と
と
も
に
来
た
る
熱 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 
林 

賢
太
朗
さ
ん 

 

 

お
年
玉
出
て
き
た
も
の
は
宝
く
じ 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

８
年 

橋
本 

和
磨
さ
ん 

  

 

た
き
の
音
神
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

亀
岡
市
立
亀
岡
川
東
学
園 

７
年 

関 

心
優
さ
ん 

 

丹
波
路
に
み
ど
り
か
が
や
く
稲
穂
た
ち 

亀
岡
市
立
育
親
中
学
校 

１
年 

小
原 

海
樂
さ
ん 

 

 

山
奥
の
露
天
風
呂
へ
と
桜
咲
く 

亀
岡
市
立
詳
徳
中
学
校 

１
年 

村
田 

琴
音
さ
ん  

 

 

七
人
の
男
の
子
戦
地
へ
生
身
魂 

 

京
都
府 

舞
鶴
市 

 

大
槻 

美
千
江
さ
ん 

 

 

月
白
や
丹
波
城
趾
の
野
面
積 

 

京
都
府 

京
都
市 

 

原
田 

明
さ
ん 

 

 

風
入
れ
の
な
が
き
光
陰
拝
謁
記 

 

京
都
府 

八
幡
市 

 

大
山 

文
子
さ
ん 

 

 

帰
省
子
に
と
き
を
り
鳴
つ
て
古
時
計 

 

千
葉
県 

松
戸
市 

 

山
本 

新
さ
ん 

 

 

油
照
り
私
を
曲
げ
て
し
ま
い
そ
う 

 

京
都
府 

京
丹
後
市 

 

田
﨑 

千
草
さ
ん 

 

 

光
秀
の
城
す
ぎ
花
野
人
と
な
る 

 

滋
賀
県 

東
近
江
市 

 

井
田 

寿
一
さ
ん  

 

 

上
下
な
き
円
座
の
宴
花
ふ
ぶ
き 

 

熊
本
県 

八
代
市 

 

貝
田 

ひ
で
を
さ
ん 

 

 

ム
カ
デ
練
さ
あ
始
ま
る
ぞ
体
育
祭 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

３
年 

鈴
木 

華
乃
さ
ん 

 



 【
奨
励
賞
】 

〈
小
学
生
の
部
〉 

 

 

ト
ロ
ッ
コ
で
紅
葉
ト
ン
ネ
ル
駆
け
抜
け
て 

那
覇
市
立
真
嘉
比
小
学
校 

６
年 

名
村 

颯
馬
さ
ん 

 

 

か
た
そ
ろ
え
か
ぜ
に
ふ
か
れ
る
つ
く
し
た
ち 

亀
岡
市
立
詳
徳
小
学
校 

６
年 

久
木 

美
央
さ
ん 

 

 

 

あ
の
山
と
わ
た
し
は
い
っ
し
ょ
に
大
き
く
な
る 

亀
岡
市
立
詳
徳
小
学
校 

６
年 

亀
田 

優
月
さ
ん 

 

 

 

き
ん
よ
う
び
先
生
が
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
て
ん 

尾
鷲
市
立
矢
浜
小
学
校 

６
年 

藤
田 

喜
帆
さ
ん 

 

 

 

お
じ
さ
ん
は
は
な
げ
を
だ
し
て
月
を
み
る 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

４
年 

岡
田 

壮
史
さ
ん 

 

 

 

ど
こ
な
ん
だ
サ
ン
マ
の
こ
え
が
き
こ
え
る
よ 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

５
年 

岩
田 

潤
さ
ん 

 

〈
中
学
生
の
部
〉 

 

 

ア
ユ
モ
ド
キ
ガ
ラ
が
し
ま
し
ま
ふ
し
ぎ
だ
な 

亀
岡
市
立
安
詳
小
学
校 

４
年 

永
本 

快
飛
さ
ん 

 

 

 

春
の
風
レ
フ
ト
オ
ー
バ
ー
球
が
と
ぶ 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

舩
本 

愛
愁
さ
ん 

 

 

ふ
き
の
と
う
お
と
な
り
さ
ん
と
ひ
ょ
っ
こ
り
だ 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

山
田 

依
桜
愛
さ
ん 

 

 

通
学
ろ
き
り
の
中
か
ら
出
て
き
た
よ 

亀
岡
市
立
千
代
川
小
学
校 

５
年 

米
田 

修
優
さ
ん 

 

 

顔
知
ら
ぬ
じ
い
ち
ゃ
ん
帰
る
お
盆
か
な 

淡
路
市
立
学
習
小
学
校 

６
年 

山
本 

凌
輔
さ
ん 

 

 

か
き
は
秋
お
い
し
く
食
べ
る
空
を
見
て 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

３
年 

袖
岡 

椿
さ
ん 

 

 

 

夏
野
菜
あ
な
た
も
一
つ
い
か
が
で
す 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

八
木 

菫
さ
ん 

 

 

 

梅
雨
明
け
て
坊
主
に
し
た
い
季
節
か
な 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

小
林 

聡
志
さ
ん 

 

 

 

家
の
お
く
の
ぞ
い
て
み
た
ら
う
し
が
え
る 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

岡
村 

花
菜
さ
ん 

 

 

 

仮
名
文
字
や
亀
山
城
の
雨
の
音 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

板
場 

暁
洋
さ
ん 

 

 

 

朝
霧
に
う
そ
を
つ
い
た
ら
歩
道
橋 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

三
宅 

智
也
さ
ん 

 

 

 

夏
休
み
混
ぜ
る
な
危
険
こ
の
姉
弟 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

８
年 
長
村 

美
瑞
さ
ん 

 

 

曖
昧
な
言
葉
ば
か
り
の
夏
の
霧 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

吉
澤 

玲
奈
さ
ん 

 
 

 

蒲
公
英
や
陽
気
な
朝
日
に
照
ら
さ
れ
る 

愛
南
町
立
御
荘
中
学
校 

２
年 

小
泉 

颯
人
さ
ん 

 

 

 

ゆ
す
ら
う
め
鳥
と
一
緒
に
種
飛
ば
す 

愛
南
町
立
御
荘
中
学
校 

２
年 

田
原 

里
南
さ
ん 

 

 

 

春
探
し
猫
と
お
散
歩
か
け
だ
し
た 

愛
南
町
立
御
荘
中
学
校 

２
年 

山
﨑 

綾
さ
ん 

  

 

水
面
の
金
閣
ゆ
が
む
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ 

愛
南
町
立
御
荘
中
学
校 

２
年 

濵
見 

晴
丘
さ
ん 

 
 

 

 

桜
舞
う
真
上
見
上
げ
て
待
ち
ぼ
う
け 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

清
水 

柚
衣
さ
ん 

 

 

 

バ
ス
停
の
背
筋
伸
ば
し
て
冬
の
霧 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

髙
野 

莉
来
さ
ん 

 

 

 

ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
こ
ぼ
れ
る
涙
日
記
買
ふ 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

矢
部 

大
夢
さ
ん 

 

 

 

冬
霧
の
く
る
く
る
回
る
交
差
点 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

大
谷 

友
也
さ
ん 

  

 

あ
の
人
は
い
つ
も
見
す
ご
す
つ
つ
じ
か
な 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

石
川 

紅
杏
さ
ん 

  

 

薄
霧
に
突
如
あ
ら
わ
る
ス
タ
ジ
ア
ム 

亀
岡
市
立
詳
徳
中
学
校 

１
年 

木
村 

大
輔
さ
ん  

 

 

ア
ユ
モ
ド
キ
む
こ
う
は
勝
手
に
か
く
れ
ん
ぼ 

亀
岡
市
立
詳
徳
中
学
校 

３
年 

中
村 

宥
心
さ
ん  

 

 

自
転
車
で
切
る
夕
霧
の
重
さ
か
な 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

前
島 

夏
乃
さ
ん 

  

 

夏
の
霧
う
さ
ぎ
と
亀
の
う
さ
ぎ
か
な 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

樋
口 

大
斗
さ
ん 

年 

三
宅 

智
也
さ
ん 

 

 

赤
と
ん
ぼ
緊
張
お
さ
え
い
ち
に
つ
い
て 

愛
南
町
立
御
荘
中
学
校 

２
年 

白
石 

萌
恵
さ
ん 

  

 

ひ
ま
わ
り
が
空
に
向
か
っ
て
突
き
進
む 

愛
南
町
立
御
荘
中
学
校 

２
年 

上
田 

蒼
将
さ
ん 

 

朝
霧
の
手
帳
ひ
ら
い
て
動
き
出
す 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

和
智 

睦
乃
実
さ
ん 

 

 

七
夕
や
亀
山
城
見
て
髪
結
わ
く 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 
大
片 

美
桜
さ
ん 

 



【 

優
秀
賞 

】 

〈
一
般
の
部
〉 

〈
小
学
生
の
部
〉 

〈
中
学
生
の
部
〉 

 夏
休
み
平
日
ず
っ
と
お
る
す
ば
ん 

 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

６
年 

谷
内 

愛
さ
ん 

〈
講
評
〉
か
わ
い
そ
う
。
で
も
、
留
守
番
の
楽
し
み
も
あ

る
か
も
。 

 懇
談
会
わ
た
し
と
マ
マ
の
夏
の
陣 

大
阪
市
立
南
港
桜
小
学
校 

３
年 

國
原 

真
桜
さ
ん 

〈
講
評
〉
夏
の
陣
と
い
う
古
い
言
い
方
を
う
ま
く
使
っ
た

ね
。
い
い
調
子
！ 

 川
下
り
山
の
か
た
ち
に
蝉
時
雨 

 

神
奈
川
県 

横
浜
市 

山
田 

知
明
さ
ん 

〈
講
評
〉
山
の
か
た
ち
に
そ
っ
て
渓
流
を
下
っ
て
行
く
。

夏
の
保
津
川
下
り
だ
。 

 バ
レ
ン
タ
イ
ン
つ
く
っ
た
ひ
と
を
ゆ
る
さ
な
い 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

中
島 

陽
人
さ
ん  

〈
講
評
〉
気
持
ち
は
分
か
る
が
、
そ
の
う
ち
許
す
日
が
来 

る
と
思
う
よ
。 

 

 

お
で
ん
は
ね
家
族
を
ホ
ッ
コ
リ
さ
せ
る
ん
だ 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 

藤
原 

琴
音
さ
ん 

 

 迎
え
火
が
風
で
ゆ
ら
い
で
祖
父
も
ど
る 

 

亀
岡
市
立
育
親
中
学
校 

２
年 

賀
原 

鈴
さ
ん 

〈
講
評
〉
祖
父
が
戻
っ
て
く
る
感
覚
、
大
事
か
も
ね
。 

 雪
合
戦
一
人
本
気
の
や
つ
が
い
る 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

６
年 

駒
津
和 

芽
葵
さ
ん 

〈
講
評
〉
や
り
に
く
い
な
あ
、
と
い
う
気
分
が
よ
く
分
か

る
。
だ
が
、
本
気
は
大
事
か
も
。 

 肩
ぐ
る
ま
コ
ス
モ
ス
園
の
海
を
ゆ
く 

 

京
都
府 

亀
岡
市 

井
上 

實
さ
ん 

〈
講
評
〉
肩
車
に
乗
っ
て
い
る
子
だ
け
が
見
え
る
の
だ
ろ

う
。
楽
し
そ
う
。 

 豆
殻
を
焚
き
て
丹
波
の
山
眠
る 

 

京
都
府 

南
丹
市 

三
日
月 

美
門
さ
ん 

〈
講
評
〉
黒
豆
の
名
産
地
・
丹
波
の
冬
を
５
７
５
の
絵
に

し
て
い
る
。 

 夏
休
み
祖
父
の
畑
で
つ
ま
み
食
い 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

 
 

 
 

 

９
年 

 

吉
田 

匡
志
さ
ん 

〈
講
評
〉
ト
マ
ト
、
あ
る
い
は
く
だ
も
の
？
う
ま
か
っ
た
で

し
ょ
。 

 

 

梅
雨
明
け
る
白
い
ス
ニ
ー
カ
ー
履
い
て
み
る 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

藤
原 

早
希
さ
ん 

 

 

 

ハ
チ
ド
リ
と
共
に
み
つ
吸
う
つ
つ
じ
み
ち 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 
増
田 

綺
音
さ
ん 

 

 

 

見
え
て
き
た
白
い
絨
毯
そ
ば
の
花 

亀
岡
市
立
大
成
中
学
校 

２
年 

中
川 

莉
々
子
さ
ん 

  

 

裏
切
り
の
始
ま
り
告
げ
る
亀
岡
の
霧 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

９
年 

里 

一
郎
さ
ん 

 

 

 

知
ら
ぬ
ま
に
夏
の
悪
魔
に
さ
さ
れ
て
る 

亀
岡
市
立
亀
岡
中
学
校 

２
年 

永
田 

桔
平
さ
ん 

 

 

 

ふ
と
見
れ
ば
た
く
さ
ん
い
た
ね
赤
蜻
蛉 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 

中
川 

茉
穂
さ
ん 

 

 

 

た
だ
い
ま
と
い
っ
た
そ
ば
か
ら
冷
蔵
庫 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 

井
上 

桃
花
さ
ん 

  
 

こ
の
匂
い
私
の
好
き
な
な
し
の
匂
い 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 

米
津 

椎
菜
さ
ん 

  

 

子
ど
も
た
ち
お
年
玉
を
強
く
に
ぎ
っ
て
い
る 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 

小
田 

優
奈
さ
ん 

 

 

と
き
す
で
に
せ
ん
ぷ
う
き
で
は
た
え
ら
れ
ぬ 

亀
岡
市
立
亀
岡
中
学
校 

２
年 

松
本 

真
奨
さ
ん 

 

 

 

ひ
ょ
っ
こ
り
と
つ
く
し
出
て
く
る
家
の
前 

湖
南
市
立
甲
西
中
学
校 

２
年 
八
木 

梨
心
さ
ん 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開催内容 

【開催趣旨】 
世界で最も短い詩である俳句は、今では世界各地に広がり、幅広い層が五七五の

言葉の表現を楽しんでいます。２０２０年大河ドラマ『麒麟がくる』の主人公に決

定した亀岡ゆかりの武将「明智光秀」が詠んだ「時は今天が下知る五月哉」の句は

とても有名です。光秀もまた俳句を愛した一人でした。 

 昨年度の大河ドラマの決定と亀岡市生涯学習都市宣言３０周年を機に、光秀も愛

した俳句を広く全国から募集することで、亀岡の魅力を全国に発信するとともに、

俳句を楽しむ機会を創出し、次世代を担う青少年の健全育成と生涯学習の更なる推

進を目指しています。 

 
【募集作品】 
○光秀公のまち亀岡を題材として詠んだ句 
○自由句（自然を詠んだ句など）        ※一人合計２句まで 

 
【募集部門】 
・小学生の部  ・中学生の部  ・一般の部 

 
【賞】 
 ○大賞「明智光秀賞」 １句 
 ○亀岡市長賞     各部門１句（計３句） 
 ○亀岡市教育長賞   各部門１句（計３句） 
 ○審査員特別賞    各部門１句（計３句） 
 ○自然環境文化賞   各部門２句（計６句） 
 ○優秀賞       各部門３句（計９句） 
 ○奨励賞       数点 
 ○佳作        小学生の部・中学生の部 数点 

【 

自
然
環
境
文
化
賞 

】 

〈
一
般
の
部
〉 

〈
小
学
生
の
部
〉 

〈
中
学
生
の
部
〉 

【 

審
査
員
特
別
賞 

】 
【選考委員】 
 山 折 哲 雄 （宗教学者） 
 坪 内 稔 典  （俳人） 
 植 山 俊 宏  （京都教育大学教授） 
 名村 早智子 （俳人） 
 火 箱 ひ ろ  （俳人） 
 井上 菜摘子 （俳人） 
 桂 川 孝 裕 （亀岡市長） 
 神 先 宏 彰 （亀岡市教育長） 
 

【主催】 
 亀岡市 
【共催】 
 亀岡市教育委員会、 
一般社団法人自然環境文化推進機構 

【後援】 
 京都府、京都府教育委員会、京都市、 
 京都市教育委員会、ＮＨＫ京都放送局、 
 ＫＢＳ京都、京都新聞、一般財団法人 
本願寺文化興隆財団ジャポニスム振興会、 
公益財団法人生涯学習かめおか財団 

 だ
ん
ご
む
し
め
く
っ
た
か
れ
は
に
か
く
れ
ん
ぼ 

有
田
町
立
有
田
中
部
小
学
校 

３
年 

山
口 

未
來
さ
ん 

〈
講
評
〉
防
空
壕
に
逃
げ
た
ん
だ
。
頭
隠
し
て
尻
隠
さ
ず
。 

 い
ち
ょ
う
の
葉
秋
の
黄
色
い
ハ
ー
ト
だ
よ 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

３
年 

高
橋 

一
成
さ
ん 

〈
講
評
〉
け
れ
ど
も
君
の
ハ
ー
ト
は
、
も
う
真
っ
赤
に
燃
え

て
る
よ
。 

 水
の
中
う
ろ
つ
く
僕
と
ア
ユ
モ
ド
キ 

 

亀
岡
市
立
別
院
中
学
校 

３
年 

開
本 

信
さ
ん  

〈
講
評
〉
「
僕
」
が
も
う
ア
ユ
モ
ド
キ
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
変
身
の
感
じ
、
悪
く
な
い
ね
。 

 蜂
が
ま
い
兄
が
私
を
た
て
に
す
る 

 

亀
岡
市
立
亀
岡
中
学
校 

１
年 

八
木 

藍
子
さ
ん 

〈
講
評
〉
兄
は
い
ば
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
逃
げ
足
も
早
い
。

そ
れ
を
笑
い
な
が
ら
、
眺
め
て
る
。 

 ア
ユ
モ
ド
キ
育
て
し
小
川
水
澄
め
り 

 

京
都
府 

亀
岡
市 

井
内 

房
子
さ
ん 

 

〈
講
評
〉
ア
ユ
モ
ド
キ
、
も
う
本
物
の
鮎
は
成
長
し
て
い

ま
す
。
食
べ
た
く
な
る
な
あ
。 

 澄
む
秋
や
丹
波
水
路
の
芋
車 

 

京
都
府 

長
岡
京
市 

吉
田 

星
子
さ
ん 

 

〈
講
評
〉
台
風
や
水
害
を
や
り
す
ご
し
て
、
ホ
ッ
と
す
る
丹

波
の
秋
。 

【 

審
査
員
特
別
賞 

】 

〈
中
学
生
の
部
〉 

〈
一
般
の
部
〉 

〈
小
学
生
の
部
〉 

 光
秀
を
馬
上
に
祭
動
き
出
す 

 

京
都
府 

亀
岡
市 

矢
野 

茂
嗣
さ
ん 

〈
講
評
〉
武
士
の
ほ
ま
れ
は
何
と
い
っ
て
も
馬
上
、
軍
扇
を

も
た
せ
た
い
ね
。
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
―
。 

 

 年
越
し
や
兄
弟
ゲ
ン
カ
の
ゴ
ン
グ
な
る 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

８
年 

石
﨑 

悠
也
さ
ん 

〈
講
評
〉
元
日
の
朝
は
仲
直
り
か
い
、
そ
れ
と
も
第
二     

ラ
ウ
ン
ド
の
は
じ
ま
り
か
い
。 

 あ
か
と
ん
ぼ
夕
日
の
場
所
へ
一
直
線 

 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

３
年 

守
山 

海
智
さ
ん 

〈
講
評
〉
鮮
や
か
だ
ね
。
君
の
純
な
眼
差
し
が
、
天
地
を

切
り
裂
い
て
一
直
線
だ
。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 

大
賞
『
明
智
光
秀
賞
』 

】 
 

余
命
宣
告
と
う
に
過
ぎ
た
る
菊
日
和 

京
都
府 

城
陽
市 

 

山
﨑 

久
子
さ
ん 

 

〈
講
評
〉
菊
日
和
は
菊
の
咲
く
こ
ろ
の
よ
い
天
気
。
そ
の
天
気
、
生
き
る
喜
び
そ
の
も
の
。 

【 

亀
岡
市
長
賞 

】 

〈
中
学
生
の
部
〉 

〈
一
般
の
部
〉 

〈
小
学
生
の
部
〉 

 霧
の
海
泳
ぐ
ク
ジ
ラ
は
愛
宕
山 

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

８
年 

白
石 

奈
々
さ
ん 

〈
講
評
〉
霧
の
テ
ラ
ス
か
ら
見
た
風
景
か
？
自
然
の
雄
大
さ

を
読
み
取
っ
た
亀
岡
な
ら
で
は
の
一
句
。 

 

 緑
蔭
を
過
去
に
分
け
入
る
明
智
越 

 

広
島
県 

広
島
市 

河
﨑 

正
裕
さ
ん 

〈
講
評
〉
明
智
越
え
を
歩
き
進
み
に
つ
れ
、
光
秀
が
歩
い
た

当
時
の
思
い
を
感
じ
入
る
場
面
を
思
い
起
こ
す

一
句
。 

 

【 

亀
岡
市
教
育
長
賞 

】 

〈
中
学
生
の
部
〉 

〈
一
般
の
部
〉 

〈
小
学
生
の
部
〉 

 初
恋
も
告
白
も
し
た
駅
は
秋 

 

福
島
県 

い
わ
き
市 

堀 

卓
さ
ん 

〈
講
評
〉
山
々
は
紅
葉
し
、
や
わ
ら
か
い
秋
の
風
に
包
ま
れ

た
駅
前
で
、
人
生
の
淡
い
思
い
出
に
浸
っ
て
い
る

素
敵
な
一
句
で
す
。 

 カ
ブ
ト
ム
シ
飼
っ
た
が
ぼ
く
は
さ
わ
れ
な
い 

八
幡
市
立
八
幡
小
学
校 

５
年 

余
膳 

透
陽
さ
ん 

〈
講
評
〉
え
っ
、
「
さ
わ
れ
ん
の
か
ー
い
」
と
思
わ
ず
突
っ

込
み
た
く
な
る
、「
く
す
っ
」
と
笑
え
る
微
笑
ま
し

い
句
で
す
ね
。 

応募結果・講評 

【募集作品】 
 ○全体 ４，０４２句 

小学生の部 １,１４２句 
中学生の部 １,７５７句 
一般の部 １,１４３句 

たくさんのご応募ありがとうございました。 
【講評】 

 ２回目にして、多少投句数の減少はあったものの、質的には向上が感じられました。光秀を思い

やっての作品、亀岡の景色を彷彿とさせられる作品、歴史の深さを感じさせられる作品、アユモド

キなど当地独特のものへの思いのこもった作品など、季語との取り合わせも昨年にも増して工夫が

見られました。入賞作品２０句のうち自由題が１２句と少し多かったが、どれもテーマ作品として

取り上げてもいいほど当地にふさわしいものでした。今後は更に、自分に引き寄せた形で、光秀公

や亀岡の町が多くの人に詠まれていくことに期待します。 

○一般の部 

○中学生の部 
中学生の発見した「今」が生き生きと表現された俳句が入賞しました。テーマである「霧」は、

それぞれ面白い切り口で、現代の新しい「霧」がありました。「クジラ」「うそ」「ポニーテール」「リ

ップ」などの取り合わせ。霧に囲まれた日の一瞬や思いが素敵な俳句になって読み手に届きました。 
 また生活のちょっとした出来事を愉快にとらえた人間模様は、読むひとを楽しくさせてくれまし

た。「アユモドキ」や「蜂」、夏雲の「丹波太郎」も俳句にすれば、共に生きている仲間に思えて不

思議です。 

 夏
の
霧
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
で
は
ら
い
け
り 

 

川
越
市
立
福
原
中
学
校 

３
年 

深
田 

さ
や
か
さ
ん 

〈
講
評
〉
霧
深
い
グ
ラ
ン
ド
を
一
生
懸
命
に
走
っ
て
い
る
女

の
子
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
が
、
一
歩
一
歩
進
む
た
び

に
揺
れ
て
い
る
姿
が
浮
か
び
ま
す
。 

 

 応募は、１，１４２句でした。すべての句に、見えた景色や経験したこと、思いや願い、感覚が

盛りこまれていました。小学生の目の付けどころ、感性の働かせ方に感心しました。中でも入選し

た２０句には、亀岡の自然が多く詠まれていました。「紅葉」、「つくし」、「山」、「カブトムシ」、「雪」、

「月」、「かき」、「いちょうの葉」、「あかとんぼ」、「アユモドキ」、「だんごむし」、「春の風」、「ふき

のとう」、「きり」などを、発見や実感、想像といっしょに詠み込んで、四季の豊かさを自分らしく

表現していました。どれも五七五のリズム感溢れる作品で、口ずさんでみて楽しくなりました。 

○小学生の部 

○全体 
明智光秀と亀岡、この２つが「光秀公のまち亀岡 俳句大賞」のキーワードです。光秀を知り、

亀岡について調べる。そうした下準備からこのコンテストに応募する句作りが始まります。入賞作

品の多くは下準備のよく出来た作品でした。みなさん、ぜひ亀岡を訪ねてください。現地を歩いて

いただき、亀岡牛や亀岡産野菜を食べていただくと、句を作ろうとする気持ち（句心）がいっそう

高まりますよ。 
今年はイタリア、アメリカからの応募もありました。ＨＡＩＫＵはすでに国際化していていろん

な国で作られていますが、ＭＩＴＳＵＨＩＤＥ、ＫＡＭＥＯＫＡも国際化するといいですね。 
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わたくしたち亀岡市民は人間の尊重と 

地域社会の一員としての自覚のもと 

常に いま 何をなすべきかを 

問いかけ合いながら 

生涯にわたり学び続け自己を高め 

連帯の絆を強めることにより 

生きる喜びと明るく豊かなまちに住む 

喜びの持てる亀岡を目指し 

ここに亀岡市を「生涯学習都市」 

とすることを宣言する 

                 

 

昭和６３年３月３０日 告示 

生涯学習都市宣言 
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